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１．はじめに
２．EUでのサステナブルファイナンスの動き

３．サステナブルファイナンス・アクションプラ
ンの主な内容

４．日本への示唆
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　SDGsやパリ協定の目標達成のために民間資金を動員するサステナブルファイナンスの動きが、EUの主導で加
速している。本稿では、まず、近年のEU政府におけるサステナブルファイナンスの動きを整理し、特に注目さ
れるタクソノミー、ベンチマーク、金融機関の開示、企業開示について、最新の動向と日本企業への影響を考え
る。さらに、日本でも菅首相によって宣言された脱炭素だけでなく、生物多様性やサーキュラーエコノミーに関
する動向も踏まえ、今後の日本の政策やサステナブルファイナンス市場参加者への期待を論じる。

１．はじめに

　近年、SDGsやパリ協定の目標達成のために、

民間資金を動員する必要性がグローバルで主張さ

れており、中でもEUは、他国に先駆けて先進的

な取り組みを行っている。こうした中、日本でも

菅政権に移行後、2050年脱炭素目標が打ち出さ

れ、環境政策に２兆円を投資することが発表され

るなど、大きく舵を切り始めた。本稿では、まず、

近年のEU政府におけるサステナブルファイナン

スの動きを整理し（第２章）、特に注目される①

タクソノミー、②ベンチマーク、③機関投資家等
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